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Zoom参加方法

１）　インストールしたZoomのアイコンをダブルクリックで起動します。

２）　[参加]　又は　[ミーテングに参加]　をクリックします。



３）　ミーティングＩＤ、参加名を入れて、[参加]　をクリックします。

お知らせしているミーティングＩＤ
数字11桁

お名前を入力
（会社名できれば入力して下さい、任意です）
例　カルテック小林
※お名前はZoom参加者全員が
参照できます。

お名前（会社名）



４）　ミーティングパスコードを入力して、[ミーティング参加]をクリックします。

お知らせしているミーティングパスコード
数字6桁

５）　事前登録メールアドレスを入力して、[ミーティング参加]をクリックします。

事前登録したメールアドレスを入力
お忘れでも,ご存知のメールアドレスを入力し
次画面で再登録で参加できます



※お忘れ、又は事前登録していない場合
下記の画面が表示されます　必須項目を入力してミーティング参加が進行中を押して下さい

暫くすると、Zoomミーティング会場へ入場できます

　　その後、以下の画面が表示された場合、マイク、スピーカーの検出エラーです
　　コンピュータオーディオのテストをして下さい。
　　エラーでも（マイク、スピーカーが無い等）そのままビデオ会議を見ることはできます



６）　Ｚｏｏｍ会場に入ると会話はミュート（相手に聞こえない）、ビデオはオフになっています。
　　 必要であればミュート解除、ビデオをオンしてください

↑クリックでＯＮＯＦＦ 反応に挙手
無い場合は参加者の一番下

会議中に質問の時間を持ちます。
質問があれば、反応又参加者の手を上げるで手を上げてください
司会者がご指名しますので
手を下ろし、ミュート解除して、ご発言下さい

７） 会議終了
画面右下の退出で会議会場を退出します
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１－１【物件データの圧縮ファイル（tardata）の名称を変更】

これまでは、“tardata”という形式でしかデータを読込め
ませんでしたが、名称を変更し　“.tar”つけることで
読込み可能になりました。

・［工事一覧ユーティリティ］－［工事データ読込み］

例】　ファイル名: ［tardata］・・・・・・・読込み可能
　　　　　　　　　［○○工事］・・・・・・読込めません
　　　　　　　　　［○○工事.tar］・・・・読込み可能

すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 工事一覧ユーティリティ
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２－１【ISベースの登録項目を更新】

・初期登録されていたISベースの項目が生産終了となった為、
　最新のカタログに合わせて更新しました。

・［メンテナンス]－[柱脚既製品]－[ISベース]

すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 メンテナンス
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 メンテナンス

２－２【スリーブ既製品にハイリングⅢの項目を追加】

・スリーブ補強既製品マスターのハイリング関連の項目で、
　ハイリングⅢ工法に対応しました。

・[メンテナンス]－[スリーブ補強]－[ハイリングR、B]
・[メンテナンス]－[スリーブ補強]－[ハイリングS]

3ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 メンテナンス

２－３【タイコ既製品にファブラックスDS、スマートダイヤを追加】

・[メンテナンス]－[タイコ既製品]－[ファブラックスDS]
・[メンテナンス]－[タイコ既製品]－[スマートダイア]

4ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 メンテナンス

２－４【タイコ既製品NDコアに単位重量の設定を追加】

・前回のバージョンでは、登録した製品に対しての［重量］という項目だけでした。　
また、長さの異なる製品はそれぞれ登録する必要がありました。

　Ｖ4.4からは配置入力上でNDコアの長さ判定を行い、さらに長さを個別で変更した場合でも、その長さに合わせて重量を計算できる
ようになりました。

・[メンテナンス]－[タイコ既製品]

・初期のＮＤコアの〇〇L、○○Sの項目は残してあります。

前バージョンでこの項目を使用している物件に関しては単重ではなく、
登録当時の重量が優先されます。
※前バージョンで各自追加登録されている項目も同様です。

・［重量］の項目もありますが、［単重］に数値がある場合
は、［単重］が優先されます。
［単重］の数値が０の場合のみ［重量］が優先されます。

5ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 メンテナンス

２－５【継手マスターの更新】

・継手マスターＪＦＥのにスーパーハイスレンドH用の梁・柱スプライス継手
　の情報を初期登録として登録しました。

・[メンテナンス]－[継手]

6ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 メンテナンス

２－６【継手マスターでリスト順番変更設定を追加】

・継手マスターに登録されているリスト情報の順番変更が ・［メンテナンス]－[継手]－[編集]
　可能になりました。
　これにより、[梁リスト］などで継手が引当てる際に、優先順位
　を設定できるようになります。

移動したい項目を選択し、[下へ]、[上へ]
行を移動できます。

7ページ



　
３－１【ハイリング種類別の設定項目を追加】

・ハイリングR・B，S，R+S　各種の、補強PLの自動設定項目を
　追加しました。

・[共通仕様]－[スリーブ]－[既製品]－[ハイリングR・B]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　[ハイリングS]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　[ハイリングR+S]

すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 共通仕様

8ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 共通仕様

３－２【スリーブ補強のクリアランスの基準選択】

・スリーブ補強PLのクリアランス基準を、フランジ外、フランジ内
　の選択できるようになりました。

・[共通仕様]－[スリーブ]－[矩形]－[補強PL]－[基準位置]

9ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 共通仕様

３－３【間柱の支持ガセットの設定項目追加】

・[共通仕様]－[ガセット継手]－[間柱]－[支持ガセット]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[材端部位置]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[延長量]

10ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 共通仕様

３－４【既製品ネコ、ピースを２種類使用可能になりました】

・［共通仕様］-［フルピース］
・［共通仕様］-［コンピース］

［V4.3］ ［V4.4］

②の項目を追加しました。

11ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 共通仕様

３－５【母屋・胴縁のリップピースのサイズ設定】

・母屋・胴縁のネコ・ピースの取付に交差方向のリップピースを使用する場合のサイズ設定が追加されました。

・[共通仕様]－[ネコ・ピース]－[リップ交差]

ネコ材の交差リップ ピース材の交差リップ

12ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 共通仕様

３－６【３Ⅾ表示画面での裏当て金の表示】

・３Ⅾ表示画面で裏当て金を表示できるようになりました。

・[共通仕様]－[帳票・３D]－[３D表示]－[裏当３D表示]

［３D表示画面］

裏当て金

13ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 共通仕様

３－７【H柱ウェブ取合い時のスカ―ラップ設定】

・H柱のウェブに取付く梁に対して個別のスカ―ラップ項目を
　追加しました。

・[共通仕様]－[通常スカ―ラップ]-[H柱ウェブ当たり梁]
・[共通仕様]－[亜鉛スカ―ラップ]-[H柱ウェブ当たり梁]

・H柱

・H柱ウェブ取付き梁のスカ―ラップ

14ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 共通仕様

３－８【ブレースガセットがフランジから外れた場合の取付きの選択】

・今まではブレースのレベルによって、梁フランジから外れる
　場合は自動的にブレースガセットがウェブに取付いていましたが、
　フランジから外れる場合でも、位置的にはフランジで止まるように
　選択できます。

・[共通仕様]－[ブレース]－[取付材外れ]－[PL形状]

15ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 共通仕様

３－９【ブラケットに取付くガセット、リブ、ネコの部品マークの選択】

・ブラケットに取付く、ガセット、リブ、ネコの部品マークに対して
　柱側として“C”を頭に付けるか、梁側として“G”をつけるか
　選択できます。

・[共通仕様]－[合番マーク]－[取付部品マーク]－[ブラケット部PL]

16ページ



４－１【継手リスト入力、ボルト本数制限と除外ボルト設定】

・ボルト本数制限を２０本から３６本に変更しました。
　また、[ボルト穴無し]の設定ルールも変更され、
　除外するボルトの範囲を設定できるようになりました。

・[リスト入力]－[継手リスト]

すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 リスト入力
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 リスト入力

４－２【スプライス継手ウェブボルト除外設定】

・スプライスのウェブボルトを一部指定して削除できるようになりました。

・［リスト入力]－[継手リスト]

・ガセット、現場溶接の仕様と同様に
[ボルト穴無し]の項目を追加しました。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 リスト入力

４－３【スプライス継手のフランジ現場溶接の上下片側設定】

・スプライス継手の上下フランジの片側だけの現場溶接の設定
　が可能になりました。

・[リスト入力]－[継手リスト]

・現場溶接

・PL

19ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 リスト入力

４－４【デッキ種類毎のデッキ受けサイズ設定】

・床の種類毎にデッキ受けのサイズを指定できるようになりました。

・［リスト入力]－[床リスト]

・デッキ受けサイズを選択します。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 リスト入力

４－５【壁ブレース、方杖の鋼材で軽量リップ溝形構を追加】

・[ブレースリスト]のタイプ　“1-壁”、“4-方杖”　にて
　軽量リップ溝形鋼が使用可能になりました。

・[リスト入力]－[ブレースリスト]
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 リスト入力

４－６【間柱の柱脚タイプで通しダイヤ(タイコ)の項目を追加】 ［配置入力画面］

・間柱の柱脚タイプに“5－通しダイヤ(タイコ)”を設定できる
　ようになりました。

・[リスト入力]-[柱リスト]

［３D画面］
通しダイヤ（タイコ）
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 リスト入力

４－７【胴縁のベース設定】

・胴縁にベースを設定できるようになりました。
[配置入力画面]

・[リスト入力]－[母屋胴縁リスト]

[３D表示画面]
胴縁ベース

・ベース設定箇所
※柱リストと同様の設定です。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 リスト入力

４－８【柱、梁リストで名称の並び替え】

・柱梁リストで登録情報を名称でソートすると階名でソートされていましたが、柱、梁の名称でソートするようになりました
　既存の名称ソートを[名称(キー)▲(階))と表記を変更して、繰り返し[名称]ボタンを押すと階を無視した名称ソート[名称(キー)▲］
　に表示します。

・[リスト入力]－[柱リスト]
・[リスト入力]－[梁リスト]

初期状態（リスト登録

[クリック1回目］： 階毎に分け、名称順（昇順）

[クリック２回目]： 階毎に分け、名称順（降順）

クリック

[クリック３回目]： 名称順（昇順）

[クリック４回目]： 名称順（降順）
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５－１【スリーブ補強PLの個別クリア設定】

・スリーブ補強PLの幅、高さ、PLクリア量を個別で設定します。

コマンド：[スリーブ]-[配置]－[スリーブ]／[設定変更]

すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力

５－２【H柱付ガセット補強PLの有無の個別設定】

・H柱にガセットが取付く際に発生する補強PLを個別削除できる
　ようになりました。 [３Ⅾ表示画面]
コマンド：[配置入力]－[伏図]－[梁]－[継手]－[リブ]
コマンド：[配置入力]－[軸図]－[梁]－[継手]－[リブ]

[３Ⅾ表示画面]

① 梁端部をクリック

② 裏リブ、上リブ、下リブ 各項目で [無]の
設定を選択します。

③ [OK]を押します。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力

５－３【階、通りを指定して配置材を選択】

・配置した部材を名称、入力番号で検索する際に、階、通りを指定
　し検索できるようになりました。

コマンド：[配置入力]－[ツール]－[検索]－[入力番号] 
コマンド：[配置入力]－[ツール]－[検索]－[入力名称] 

・階 又は通りを指定できます。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力

　 ５－４【母屋、胴縁、根太の梯子設定で孫材の任意指定】

・梯子設定の際に孫材を選択出来るようになりました。
[二次部材詳細図]

コマンド：[母屋]－[母屋材]－[梯子]
コマンド：[胴縁]－[胴縁材]－[梯子]

③ [1-孫個別指定]を選択します。

② 子材を指示します。① 親材を指示します。

④ 孫材を指示します。

⑤ 梯子名称を入力し[OK]を押します。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力

[梁詳細図]
５－５【合掌PLと梁ガセットの一体化】

・合掌PLと梁ガセットの一体指定に対応しました。

コマンド：[梁]－[継手]－[合掌PL一体]

※合掌PLを基準に梁ガセットが一体になるので、梁の位置も
　自動的に移動します。

① 合掌梁を指示します。

② 一体にするガセットの小梁端部を指示します。

指示すると梁端部に△マークが
表示されます。

合掌PL

合掌PL一体

ガセット

通常

合掌PL一体

梁が移動します。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力

５－６【個別で設定した、SPL継手や、ガセットクリアを一括で解除】

・個別でSPLの移動や、ガセットクリア等を設定した際に
　階、通りを指定して一括で設定を解除できるようになりました。

コマンド：[梁]－[継手]－[継手階解除]

解除する個別設定項目

解除する階
※軸組の場合は通りです。

30ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力

５－７【ファブラックスDS、スマートダイヤに対応】

コマンド：[仕口]－[変更]－[設定]
① 使用する既製品タイプ選択します。

③ 使用する既製品を選択します。

② 自動、手動のどちらかを選択します。
※手動の場合③で製品を選択します。

④ 既製品を仕口の上下又は、片側上、
片側下に使用するか選択します。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力

５－８【母屋、胴縁の分断配置設定】

・母屋、胴縁を配置する際、今までは後から配置する材が
　勝ち、先に配置していた材が分断されていましたが。
　後から配置した材の方を分断する様に選択出来るように
　なりました。 ※後に縦胴縁を配置した例

コマンド：[母屋]／[胴縁]－[割付]－[単ピッチ] [0-配置済を分断]　　　　　　　　　　[1-配置材を分断]
　　　　[母屋]／[胴縁]－[母屋材]／[胴縁材]－[始終配置]

・上記のコマンドを選択すると、設定バーが
表示され分断優先する材を選択出来ます。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力

５－９【本柱柱脚側の仕口設定】

・梁に乗る本柱の柱脚部を仕口に変更できるようになりました。

コマンド：[柱]－[継手/端部]－[柱脚仕口]

[設定前] [設定後]

① 本柱の柱脚部を指示します。

※条件として、柱配置点で梁を分けて
配置して下さい。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力

５－１０【本柱の通し柱中間部を仕口に変更】

・通し柱で配置している途中階のシャフトを仕口に変更できるように
　なりました。

コマンド：[柱]－[配置]－[途中階分断]

[設定前] [設定後]

① 本柱のを指示します。

② 仕口を設定する階のラインを指示します。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 配置入力

５－１１【ネコ、ピースの交差リップに対応】

・リップ変更にてネコ材を３回目のクリックで交差リップに変更されるようになりました。
　※ピース材は２回目です。

コマンド：[母屋]／[胴縁]－[ネコ材]－[リップ変更]
コマンド：[母屋]／[胴縁]－[ピース材]－[リップ変更]

１回目 ２回目

１回目

３回目

２回目

交差リップ

交差リップ

ピース

ネコ材
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６－１【伏図の部材リストにコメント表示】

・[リスト入力]のコメントの文字を伏図の部材リスト欄に表示できるようになりました。

・[作図仕様]－[伏図]－[表現]－[コメント]

[例] [伏図の部材リスト]

[リスト入力]－[梁リスト]－[コメント]画面

すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 作図・帳票関係
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 作図・帳票関係

６－２【継手リストのボルト規格表示の位置を変更】

・継手リスト図面のボルト種別表示の位置を変更できるように
　なりました。

・[作図仕様]－[継手リスト]－[部材リスト]－[ボルト規格名]
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 作図・帳票関係

６－３【鉄骨集計表の積算仕分けを４項目から６項目へ変更】

・鉄骨集計表にて柱、間柱、大梁中央材など各項目を、Ａ～Ⅾの４種類にページ分けできたが、今回Ａ～Ｆの６種類にページ分けて
　出力出来るようになりました。

・[積算仕様]－[本体鉄骨仕分け]－[振り分け分類]

[仕分けしたページ]
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 作図・帳票関係

６－４【鉄骨集計表に部材リスト名称を表示】

・鉄骨集計表にて、各鋼材サイズに使用されている部材リスト名を表示できるようになりました。

・[積算仕様]－[帳票仕様]－[鉄骨集計]－[リスト名称]

[鉄骨集計表]

・各リスト名を表示
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 作図・帳票関係

６－５【取付部材によるPL仕分け】

・PL集計(サイズ優先)、PL集計(マーク優先)　の出力画面にて、大梁、小梁、本柱、間柱各項目ごとの
　ガセット、リブの仕分けができるようになりました。

・[積算仕様]－[帳票仕様]－[ＰＬ集計(サイズ、マーク優先）]－[部材仕分け]
　

[仕分けしない場合] [仕分けする場合]

40ページ



すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 作図・帳票関係

６－６【積算鋼材明細の鋼材情報を製品マークで分ける】

・積算鋼材明細にて“備考２”の項目に部材の製品マークを表示できるようになりました。

・［積算仕様]－[帳票仕様]－[積算鋼材明細]－[製品マーク分け]

[積算鋼材明細]（ＣＳＶ出力）

・製品マークを表示
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７－１【環境設定を追加】

・[環境設定]の項目を追加しました。
　３Ｄ金物作成画面における、表示、モデルの色、マウス操作
　などの調整が可能になりました。

すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 ３Ｄ金物
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 ３Ｄ金物

７－２【X,Y,Z座標軸の表示】

・X,Y,Z座標軸の表示に対応しました。
移動コマンドや補助線コマンドの際に基準線として選択可能です。

・[ホーム]－[座標軸]

・座標軸
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 ３Ｄ金物

７－３【始終点選択による鋼材ソリッド生成】

・補助線の交点を指示することで、鋼材のモデルを配置できるようになりました。

・[ソリッド]－[鋼材]－[２点配置]

・補助線（緑色の線）

１点目の交点

２点目の交点

・２点配置後、鋼材をクリックして、

鋼材の向きと、配置点に対しての鋼材合せ
位置の設定も可能です。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 ３Ｄ金物

７－４【ソリッドの複写設定】

・ソリッドモデルのコピー移動に対応しました。
　距離、点、辺、面、面逆など様々な基準で複写が可能です。

・[ソリッド]－[コピー移動]

コピー
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 ３Ｄ金物

７－５【フロア面、通り線の一括作成】

・フロア面、通り線、交点に見立てた、補助面、補助線、補助点の一括作成に対応しました。

コマンド：[ソリッド]－[補助面]－[グリッド]

① X、Y、Z方向距離を入力します。

② OKを押します。 ③ グリッドが表示されます。

※作成した、グリッドの交点、線、面
を利用し、モデルの配置、移動など
が可能です。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 ３Ｄ金物

７－６【補助面、補助線の伸縮】

・補助面の拡大縮小及び、補助線の伸縮に対応しました。

コマンド：[ソリッド]－[補助要素]－[伸縮] [伸縮]コマンド

補助線

補助面

① 指示した、補助面の辺を指示します。

① 補助線の端部を指示します。 ② 指示した場所からの伸縮量を入力します。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 ３Ｄ金物

７－７【ソリッドの干渉チェック】

・ソリッド同士の重なりチェック機能を追加しました。

コマンド：[ツール]－[その他]－[干渉チェック]

① ソリッド指示して、中ボタンを押します。
※Shift + で範囲選択も可能です。

・干渉しているソリッドは赤く表示されます。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 ３Ｄ金物

７－８【ソリッドのブーリアン機能】
[差]：　対象ソリッドでソリッドを切り取ります。

・ソリッドのブーリアン演算（和、差、積）に対応しました。

コマンド：[ソリッド]－[編集]－[ブーリアン演算]

[和]：　ソリッドとソリッドを結合します。 [積]：　ソリッドとソリッドが重なる部分を残します。
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８－１【オンラインヘルプ他項目へのジャンプ機能追加】

・オンラインヘルプの文章で　“○○〇を参照して下さい。”　などの文章をクリックするとその説明ページに
　移動できるようになりました。

[例]

すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 その他

① 文章をクリックします。

※移動できる文章は、青色文字になります。

クリックしたページに移動します。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 その他

８－２【溶接仕様の更新】

・鉄骨溶接延長換算表の改定に合わせて、T字継手の計算を調整しました。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 その他

８－３【ST-Bridge取込みの時の継手確認画面でソート機能追加】

・[工事一覧ユーティリティ]－[データ取込み・書出し]－[他社CADデータ]

・[階]、 [鋼材サイズ]、 [種別]、 [リスト名]、 [継手] のボタンを
押すと各項目ごとに昇順、降順に並び替えできます。
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すけるTON Ver4.4 Ｖ4.4追加項目 その他

８－４【NC連動で、節継手ボルト穴に対応】

・NC連動で柱、間柱の節継手ボルト穴を連動できるようになりました。
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９－１【現場溶接梁を使用し門型入力】 手順３：[配置入力]で登録した梁を柱－柱間に配置します。

手順１：[リスト入力]－[梁リスト]で梁タイプ“7-現場溶接” [配置入力画面]
 　　　　を選択します。　　　

手順２：画面右下の[端部剛接]で“2-両端”を選択します。

[３Ⅾ表示画面]

すけるTON Ver4.4 よくある質問 よくある質問
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すけるTON Ver4.4 よくある質問 よくある質問

９－２【間柱直付けで梁にリブを作成しない方法】

手順１：間柱を登録する際の[柱頭タイプ]、[柱脚タイプ]を
　　　　“１－ガセット”を選択し[名称]は空白にします。

[３Ⅾ表示画面]

１－ガセット を選択します。

空白にします。

・補強リブは作成されません。

※溶接は集計されます。
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すけるTON Ver4.4 よくある質問 よくある質問

９－３【実寸胴縁を使って、勾配のある　ダイヤ―ダイヤ
　　　　の先端に胴縁を入力する方法】
・[詳細設計]－[実寸胴縁/３Ｄ仕口]－[配置入力]－[胴縁] ・胴縁配置の際にダイヤ形状の線を表示されるので、その線を

　基準に補助線を作成することができます。

・ダイヤの線を指示して補助線が作成できます。

・作成した補助線の交点をもとに胴縁材の配置が
可能になります。

補助線コマンド
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すけるTON Ver4.4 よくある質問 よくある質問

９－４【２社間で完全一致の物件データ(合番固定も含めた)共有】

・合番固定情報も含めて、物件の圧縮データが作成できます。

・[工事一覧ユーティリティ]－[工事データ書き込み]

② [フォルダ圧縮]にチェック
を入れます。

① 圧縮データ（tardata)を出力する
フォルダを選択します。

③ [OK]を押します。

④ [はい]を押します。
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すけるTON Ver4.4 よくある質問 よくある質問

９－５【異なるPCに実行環境、物件を引き継ぐ方法】

手順１：新しいPCにCADをインストールします。
　　　　　※旧PCにある同じバージョンをインストールします。

手順２：旧PCのインストール先のドライブにある“u”フォルダ
　　　　をコピーします。

※“u”フォルダには物件データやマスターデータなど
　　全ての情報のファイルが入っています。

手順３：コピーした“u”フォルダを新PCのインストール先の
　　　　“u”フォルダに上書きします。

“u” フォルダをコピーします。
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すけるTON Ver4.4 よくある質問 よくある質問

９－６【スロープ物件の屋根面作成方法①】 ポイント１：屋根面の作成について

・スロープは屋根面で形状を作成します。。
　下図の様に、階から、上の階へ、また下の階へ
　屋根面の高さを設定します。

３階
２階

４階
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すけるTON Ver4.4 よくある質問 よくある質問

９－７【スロープ物件の屋根面作成方法②】 ・三角の屋根面で区分けして作成することにって、全ての
　柱の高さを抑えることができます。

ポイント２：ねじれている屋根面の作成方法。

・スロープのコーナー部分は面がねじれていることが多いです。
この時、屋根面を四角で囲んだ場合、ねじれた形状は ［例］
作成できません。
ねじれの屋根を作成するには屋根面を三角で囲み、
作成していきます。

・ねじれ形状の屋根

三角の屋根面

３点の高さ入力
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すけるTON Ver4.4 よくある質問 よくある質問

９－８【スロープ物件の屋根面作成方法③】

ポイント３：上下の階の部材を取合いします。

コマンド：[配置入力]－[梁]－[姿勢/取合]－[取合指定]

① 取合いする部材端部を
指示します。

② 取付けたい、部材の階

を選択します。

③ 選択した階が表示されます。

④ 取付ける部材を指示します。
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